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飲酒リスクの文化モデル 

 

飲酒によるリスク 

・ 二日酔い 

・ 急性アルコール中毒 

・ 疾患の原因 

・ 肥満 

・ 傷害、器物の損壊 

・ 記憶の欠落 

……など、とても多い 

わかっていても飲み過ぎてしまうのはなぜ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エティックとしてのリスク＝健康への悪影響、予期せぬトラブル 

エミックとしてのリスク＝場の空気の乱れ、評価の下落 

 

健康へのリスクを負ってでも守るべき(と考えられている)もの 

＝人の和、交歓する手段、他者からの信認 

この文化モデルは、「安全性と社会性との対立モデル」といえる。 

参考) 東京消防庁管内における急性アルコール中毒搬送人員 

 平成 20年 平成 21年 平成 22年 

男性 7361人 7847人 5749人 

女性 3996人 4538人 3422人 

合計 11357人 12385人 9171人 

                 消防庁 HPより 

  

場の空気 

お酒に強いとカッコイイ 

開放感 

健康の喪失 

飲酒による失敗

体験 

飲酒抑制 

飲酒促進 

飲む 飲まない 


